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図書館ホームページ  http://www.izunokuni.library-town.com/　問 中央図書館　☎ 0558-76-5566

中央図書館　
6日（月）、13 日（月）、20 日（月）
～ 27 日（月）

韮山図書館　
1日（水）、8日（水）、15 日（水）、
22 日（水）、24 日（金）、29 日（水） 

6 月 の
休 館 日

火事による大やけどや逆境に負け
ず、ピアニストになる決意をした
遥。厳しいレッスンの末「月の光」
「アラベスク第１番」などでピアノ
コンクールに挑む。　　　 【韮山】

『さよならドビュッシー』
中山七里（著）／宝島社

小野が番組で取り上げ一躍人気を
得たヴァイオリニストの園子だっ
たが…。テレビと音楽をめぐる社
会派小説。シューベルト「アルペ
ジオーネ・ソナタ」。　　　【全館】

『讃歌』
篠田節子（著）／朝日新聞社

今月のおすすめ　～クラシックを聴きながら～

雨の日は室内で、音楽小説を楽しみま
せんか？バックに流す音楽は、図書館
のクラシックＣＤもご利用ください。

各館カウンターの近くにあ
る利用者用検索端末で市内
の図書館資料を探してみま
しょう。キーワード、書名、
著者名、分類検索のほか、
詳細検索では、著者名と出
版社などの掛け合わせ検索
もできます。そのほか、人
気の本を、貸出予約ランキ
ングでチェックできます。

■ Let's 検索！

図書館カレンダー
モバイル版QRコード

ならドビ

「やってみよう！読み聞かせ」 初心者向講座
　「読み聞かせをしてみたいけど、どうやって読めばいいの？」と思っている人、ぜひ、ご参加くだ
さい。読み聞かせの基本、本の選び方、実演の心構えなど、楽しく学べます。参加費は無料です。

中央図書館休館のお知らせ
休館期間：6月 20 日（月）～ 6月 27 日（月）
　中央図書館は、特別整理期間のため休館し
ます。これは、図書館の本や CDなどすべての
所在を確認する作業のために必要な休館です。
　期間中はご不便をおかけしますが、ご了承
ください。
※韮山図書館は、通常どおり開館します。

問中央図書館　☎ 0558-76-5566
問韮山図書館　☎ 055-949-8605

■ 6月のおはなし会
※いずれも土曜日

中央図書館
　11 日 11：00 ～
韮山図書館
　11 日、25 日 14：00 ～
あやめ会館
　18 日 10：30 ～

■『シューマンの指』奥泉光（著）／講談社【中央】
■『持ち重りする薔薇の花』丸谷才一（著）／新潮社【韮山】

■『緋色の楽譜 上，下』ラルフ・イーザウ（著）／東京創元社【中央】
■『火村英生に捧げる犯罪』有栖川有栖（著）／文藝春秋【韮山】

■『アーモンド入りチョコレートのワルツ』森絵都（著）／角川書店【全館】
■『ピアノ調律師』M・Bゴフスタイン（著）／講談社【中央】

とき／ 6 月 29 日（水）、7月 6日（水）、27日（水）
　　　10：00～ 12：00
ところ／中央図書館　2階視聴覚室
講師／上原佐惠子氏
対象／読み聞かせに興味のある人
　　　（できるだけ3日間とも出席できる人）
申込／  6 月 1日（水）から中央図書館カウンター、また

は電話で申し込みください。（20人、先着順）

江
川
太
郎
左
衛
門
英
龍
（
坦
庵
公
）

が｢

パ
ン
祖｣

と
呼
ば
れ
て
い
る

こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
天
保
14
年
（
１
８
４
３
）
４
月
12
日

に
、
坦
庵
公
が
江
川
邸
内
で
パ
ン
を
焼
い

た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
毎
年
４
月
12
日
は｢

パ

ン
の
日｣

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
川
邸
に

は
、
パ
ン
を
焼
く
の
に
使
わ
れ
た
大
き
な

鉄
鍋
や
、
石
窯
の
一
部
が
今
も
残
っ
て
い

ま
す
。

　

坦
庵
公
の
パ
ン
は
、
現
代
の
食
パ
ン
の

よ
う
な
柔
ら
か
い
も
の
で
は
な
く
、
兵
士

が
糧
食
と
し
て
携
帯
す
る
た
め
の
非
常
に

硬
い「
兵

ひ
ょ
う
ろ
う糧

パ
ン
」で
し
た
。
こ
れ
は「
パ

ン
祖
の
パ
ン
」
と
し
て
再
現
・
販
売
さ
れ

て
い
る
の
で
、
ご
存
じ
の
人
も
多
い
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

江
川
邸
で
は
、「
パ
ン
の
日
」
に
ち
な

ん
で
、
平
成
27
年
度
か
ら
「
パ
ン
フ
ェ
ス

タ
」
を
開
催
し
て
お
り
、
今
年
も
４
月
９

日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
江
川
邸
の
土
間

に
あ
る
竈

か
ま
ど

で
「
パ
ン
祖
の
パ
ン
」
が
焼
か

れ
た
り
、
近
隣
の
パ
ン
屋
さ
ん
の
パ
ン
や

地
場
産
品
の
即
売
会
な
ど
が
行
わ
れ
た
り

し
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

パ
ン
フ
ェ
ス
タ
で
実
際
に
焼
か
れ
た
パ

ン
は
、
公
益
財
団
法
人
江
川
文
庫
所
蔵
の

「パン祖」江川坦庵公と江川邸パンフェスタ

文化財通信
その132

問 市役所文化財課
☎ 055-948-1428

古
文
書
（
坦
庵
公
自
筆
の
手
紙
）
に
基
づ

い
て
レ
シ
ピ
や
製
法
を
研
究
し
、
実
験
を

し
た
上
で
作
ら
れ
た
も
の
で
す
（
注
１
）。

麦
（
小
麦
粉
）
１
６
０
目
（
６
０
０
g
）・

醴れ
い

（
酒
種
）
５
勺
（
90 

ml
）
に
水
適
量

を
混
ぜ
て
生
地
を
作
り
、
そ
れ
を
20
個
ほ

ど
に
小
分
け
に
し
、
直
径
６
〜
７
㎝
の
円

盤
状
に
成
形
、
一
晩
醗は

っ
こ
う酵

さ
せ
ま
す
。
醗

酵
さ
せ
た
生
地
は
、
直
径
２
尺
７
寸
（
82

㎝
）・
深
さ
２
寸
（
６
㎝
）
の
鉄
鍋
に
並
べ
、

竈
に
乗
せ
て
木
製
の
蓋
を
し
、
１
８
０
℃

で
20
分
ほ
ど
焼
き
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
時
点
で
、
既
に
食
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、日
持
ち
の
す
る
「
兵
糧
パ
ン
」

と
す
る
に
は
、
さ
ら
に
石
窯
で
二
度
焼
き

を
し
て
水
分
を
飛
ば
す
必
要
が
あ
り
ま
す

（
注
２
）。
江
川
邸
の
土
間
に
残
さ
れ
て
い

る
石
窯
は
、
こ
の
た
め
に
築
か
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
パ
ン
フ
ェ
ス
タ
で
使
わ
れ
た
鉄

鍋
は
、
埼
玉
県
川
越
市
で
幕
末
か
ら
明
治

期
に
か
け
て
焼
き
芋
用
と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
も
の
で
、
江
川
邸
に
伝
来
し
た
鍋
に

非
常
に
よ
く
似
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
焼
き
芋
用
の
鍋
が
転
用
さ
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

約
１
７
０
年
前
と
同
じ
方
法
で
焼
か
れ

た
パ
ン
は
、
小
麦
そ
の
も
の
の
味
が
口
の

中
に
広
が
る
素
朴
な
味
わ
い
で
、
当
日

口
に
し
た
人
た
ち
か
ら
は
「
素
材
の
味

が
わ
か
っ
て
、
な
か
な
か
美
味
し
い
」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

（
注
１
）｢

江
川
坦
庵
の｢

兵
糧
パ
ン｣

と
そ
の
復
元｣

淺
川
道
夫
・
橋
本
敬

之
（
日
本
大
学
国
際
関
係
学
部
生
活

科
学
研
究
所
報
告
第
38
号　

平
成
28

年
３
月
）

（
注
２
）
二
度
焼
き
に
は
時
間
が
か
か

る
た
め
、
パ
ン
フ
ェ
ス
タ
で
は
鉄
鍋
で

焼
き
上
げ
た
状
態
の
パ
ン
が
「
焼
き
立

て
パ
ン
祖
の
パ
ン
」
と
し
て
販
売
さ
れ

ま
し
た
。

江川邸パンフェスタでのパン焼き実演
（公益財団法人江川文庫提供）


